
経営方針と成長戦略



１．経営理念と社名の由来、2019年度経営ｽﾛｰｶﾞﾝ

＜経営理念＞

喜んでもらう喜び 己も喜びたい（ＦＯＲ ＹＯＵ）

＜社名 ＴＢの由来＞

①トレンディビジネス（TB）を目指します。
時流の「環境」「健康」「観光」のグッド３K市場でニッチトップシェアをとる事業を行います。

②トータルワンストップビジネス（TB）を目指します。
メーカーからソリューションビジネスまで、ワンストップで顧客満足の高いビジネスを行います。

＜2019年度 経営スローガン＞

令和 今からここから ＮＥＷステージへ！
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創業~1970年代
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ発明
・ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ発明
・LED発明
・ﾏｲｺﾝ／PC誕生

1980年代
・家庭用VTR発売
・３D映像第2次ブーム

1990年代
・携帯電話誕生
・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ元年
・Webﾌﾞﾗｳｻﾞ登場
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ元年

2000年代
・ﾌﾟﾗｽﾞﾏTV登場
・ﾃﾞｼﾞｶﾒ登場
・iMac／iPod登場
・DVDﾚｺｰﾀﾞ登場

2010年以降
・iPhone／iPad登場
・掃除ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾙﾝﾊﾞ登場
・ﾌﾞﾙｰﾚｲ登場
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レジスターヒット
商品

スマホ入力の表示機
入力革命

２． 技術・商品開発力・・・普及率ゼロ・業界初（PAT保有）の歴史

ﾚｼﾞｽﾀｰ・POS開発の歴史

病院ICカード HosCa

コイルパック等
高周波部品＆製品

今後の
成長戦略
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LEDライト事業

病院コンシェルジュ端末
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電子マネー開発の歴史

新世代薄型面光源
イルミフェイス

（住友化学と共同開発）

AIoT・ﾌｨﾝﾃｯｸ

技術と融合

タブレットレジ
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㈱TBグループ

㈱TOWA ㈱Mビジュアル トータル
テクノ㈱

㈱ホスピタル
ネット

（ 子会社グループ ） （ 関連会社グループ ）

「TOWA」ブランド
販売事業会社
資本金1億円

インバウンド事業／
ﾎﾃﾙVOD事業会社
資本金6000万円

R&D会社
資本金1億円

病院ｼｽﾃﾑ事業会社
資本金5.49億円

株式会社TBグループ
http://www.tb-group.co.jp

３． グループ編成（2019年3月現在）

㈱エム
モビリティ

ドライブレコーダー
関連事業会社

資本金2.98億円

―３―



４．人脈

中島 義雄（なかじま よしお） 氏

＜略歴＞

昭和17年3月30日生

平成5年 大蔵省（現財務省）主計局次長

平成12年 京セラミタ㈱代表取締役専務

平成17年 船井電機㈱取締役執行役員副社長

平成21年 セーラー万年筆㈱代表取締役社長

平成29年 ㈶日本価値協創機構特別顧問（現任）

㈱TBグループ 社外取締役 ―４―

安藤 国威（あんどう くにたけ） 氏

＜略歴＞
昭和17年1月1日生
昭和44年 ソニー株式会社入社
昭和54年 ソニー・プルデンシャル生命保険

株式会社（現ソニー生命保険株式
会社）代表取締役常務

平成 6年 ソニー株式会社取締役
平成12年 ソニー株式会社 代表取締役

社長兼COO
平成17年 ソニーフィナンシャルホール

ディング株式会社 代表取締役会長
平成23年 ソニー生命保険株式会社 名誉会長

㈱TBグループ 特別顧問

㈱エムモビリティ 取締役会長

藤野 公孝（ふじの きみたか）氏

＜略歴＞
昭和２３年５月２９日広島県生
平成１１年 運輸省運輸政策局観光部長
平成１２年 大臣官房 総務審議官（退官）
平成１５年 参議院議員
平成１８年 国土交通大臣政務官
平成２７年 （一社）全日本社寺観光連盟会長
平成２９年 （一社）宿泊施設関連協会最高顧問

㈱Ｍビジュアル 顧問

中澤 信雄（なかざわ のぶお）氏

＜略歴＞
昭和19(1944)年8月7日生

1968年 4月 野村證券株式会社入社
1996年 6月 同社代表取締役専務(投資銀行兼

国際金融)
1999年 6月 国際証券株式会社代表取締役社長
2002年 9月 三菱UFJモルガン・スタンレー証券

株式会社代表取締役社長
2004年 6月 三菱UFJモルガン・スタンレー国際

投信株式会社代表取締役会長
2006年 4月 事業創造大学院大学学長
2010年 6月 東京コーパス総合研究所代表

取締役社長（現任）

㈱TBグループ 顧問



５．経営方針と成長戦略／5.1 DS部門

―５―

■NEWステージ分野

①ＬＥＤビジョン（シースルービジョン等）
／ｉサイネージ（多言語・
防災等）のシステム群を展開する。

②2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ／ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ／ﾈｯﾄ広告
の成長市場でｺﾝﾃﾝﾂ・広告業界とのﾀｲｱｯﾌﾟ
を図りＤＯＯＨ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｳﾄｵﾌﾞﾎｰﾑﾒﾃﾞｨｱ）
のＮＥＷステージを創り、収益源を多様化
する。

③ネットワーク型サイネージの展開

■コア分野
店舗の最大のテーマは誘客効果
➔サイネージによる集客効果は絶大!

①フルカラー戦略
・LEDビジョンの狭ピッチ化
・最重要モデルのフルカラー化

②共通プラットフォーム化
⇒ ユーザビリティ向上

・スマホ簡単入力 ・リモート対応
・ユーティリティソフト共通化

③新ルート・市場への商品提供（ＯＥＭ等）

業界シェアNO.1

―５―

スーパーエコリア（仮称）

アドリッチ

MAYUDAMA CABIN
横浜関内店



5.2 SA部門

■コア分野
戦略: 市場の掘起しと新規獲得。

①軽減税率対策補助金の特需継続
②キャッシュレス需要に対応
③新ルート：道の駅・高速道路施設・官公庁
関連、OEMビジネス案件等

種蒔
クラス

■NEWステージ 省力化(セルフ)分野
戦略:キャッシュレス・省力化時代に対応
①ホテル無人チェックインシステム
②飲食店セルフシステム

①中小企業・小規模事業者を中心に店
舗領域における労働生産性向上、
およびＩＴ化を促進する。

②相互の業務支援ビジネスの連携、取
り組みを強化する。

株式会社ＵＳＥＮとの業務提携

―６―



６．セグメント売上構成
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―７―
（2018年3月） （2019年3月） （2020年3月）



７．㈱Mビジュアルの成長戦略（インバウンド事業会社）

１）設立 ・平成13年10月1日

２）資本金 ・6000万円

３）役員 ・代表取締役社長：和田 鉄也
・取締役：村田 三郎
・取締役：清水 洋一郎

４）主要株主 ・TBグループ（100％）

５）事業内容 ①インバウンド IPTV事業
②インテリジェント タブレット事業
③AIロボットサービス/ハイスピードWifiサー

ビス事業
④多言語音声ペン事業
⑤LEDサイネージ事業

＜市況動向＞
2018年は3,119万人（前年比+8.7%）と３千万
人の大台を超え過去最高に！！
日本政府観光局（JNTO）は2018年の訪日外国人客
数は、過去最高の3,119万人と発表。また旅行消費
額（速報）は4.5兆円と2011年（8,135憶円）から、7
年連続で増加したことを発表した。7月の西日本豪

雨など災害の影響で、一時は旅行客の減少が見ら
れたものの、クルーズ客の増加や、訪日旅行プロ
モーションにより、順調に旅行者数は増加した。

国籍・地域別にみると、中国がトップで838万人、
1兆5,370億円消費額と全体の3割を占める。

2020年、日本政府は訪日外国人旅行者を4,000
万人、訪日客旅行消費額は8兆円を目標としており、

宿泊施設の増強や地方への回遊や、体験型消費
の促進など国をあげての施策が必要となっている。

―８―



―９―

7.1 インバウンド「スマテレ®」

従来のVODに代わる新ホテル客室テレビシステム
■スマテレには多様なアプリが搭載（アフィリエイト）

・映画コンテンツ Hulu ,U-NEXT, DMM （予定）
・グルメ案内 ぐるナビ ・観光案内 JTB（予定）

■スクリーン.・ミラーリングサービス機能付き
■オンラインショッピング “JAPAN TREND ”
■多言語対応 広告配信機能
■インフォメーション・メッセージ・アンケート機能付き
■ ホテルスタッフ清掃管理支援機能

7.2 ホテル向けAIロボットサービス

ロボットサービス事業を上海大学のベンチャー
企業と共創し、多言語デリバリーボット（MDR-1)
をホテル向けサービス事業を開始する。
多言語音声対話機能をもち、施設案内サービ
スや客室への各種物品や飲食料などのデリバ
リーサービスを行う。デリバリー機能は46リットル
と大容量の商品搬送能力がある。
またカメラ搭載で画像認識可能で、見回り機能
を有する。時速4Km程度で走行し、斜度10度
の坂道登攀が可能で、12時間連続稼働できｽ
ﾏﾎで遠隔確認できる。

MDR—１



８．㈱ホスピタルネットの成長戦略（健康分野事業会社）

＜会社概要＞

１）設立 平成10年10月1日

２）資本金 5.49億円

３）役員 ・代表取締役会長：村田 三郎
・代表取締役社長：武田 利信
・取締役：山崎 充彦
・取締役：安本 光治
・取締役：信岡孝一（新任）

４）主要株主 ・㈱ＴＢグループ
・シダックスフードサービス㈱
・日本金銭機械㈱

5）事業内容 病院をホテルのように快適に！を経営
理念として展開している。
＜TVカードシステム＞

・プリペイド方式テレビカードシステム
・FeliCa ICカードシステム（HosCa）

＜院内コンシェルジュシステム＞
・タブレット端末（HosPad）
・医療機関向け 外来呼び出しｼｽﾃﾑ
・健診システム
・ママ友チャンネル

＜IoTヘルスケア＞

－１０－



健診システムの導入事例

―１１―



９．MAYUDAMA㈱の成長戦略（まゆ玉事業会社）

－１５－

１）設立 令和元年6月27日

２）資本金 4,000万円

３）役員 ・代表取締役社長：中野 義雄
・常務取締役：北村 佳英
・取締役：谷 正行
・取締役：布川 文保

４）主要株主 ・㈱ＴＢグループ（100％）

５）事業内容 ＜コアコンセプト＞

“また泊まりたくなる”
新しいコンパクトホテルスタイル!

・「Sleeping Box」まゆ玉の企画・製造・販売
・ﾎﾃﾙ運営省力化/集客ｼｽﾃﾑの企画・開発
・「まゆ玉ｷｬﾋﾞﾝ」ﾎﾃﾙの直営店展開
・「まゆ玉ｷｬﾋﾞﾝ」ﾎﾃﾙのﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ展開
・ﾄﾚｰﾗｰ型まゆ玉ﾎﾃﾙ「まゆ箱」の企画・開発
・人材不足に対応したコンサルティング

＜会社概要＞

―１２―



①Sleepingbox®まゆ玉®の販売事業
ホテル・空きテナントを
活用したまゆ玉の販売。

②遊休地へのﾄﾚｰﾗｰ型まゆ玉販売事業
市街化調整区域
・離島・駐車場等
への合法的なまゆ玉
ﾄﾚｰﾗｰの販売。

③無人清算機によるLCMH支援事業
2018/6フロント無人化に
対応した無人フロント
チェックイン機の販売。

④人手不足に対応して人材支援事業
技能実習生/シルバーパワーを
活用した育成・紹介支援

⇒LCMHをコアコンピタンスとした
宿泊業界トータル支援事業へ

まゆ玉 LCMH(ﾛｰｺｽﾄ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ・ﾎﾃﾙ)パッケージ、支援事業

ＳＮＳ
デジタルボード

また泊まりたくなる
【データベース化】

便利！満空情報

Ａ．直営店舗展開
Ｂ．ＦＣ展開

セキュリティー

事業
拡大

CLOUD

―１３―

◎運営受託コンサル
➔各分野のスペシャリストの参画
➔ファイナンス分野/コンサル分野/デザイン設計分野/運営業務分野



１０．用語解説（五十音順・アルファベット順）

◇クラウド
ネットワークを介してソフトウエアやデータを提
供するサービスの形態の一つ。顧客がサー
バー等のハードウエアやソフトウエアを購入（所
有）することなく、サービスとして必要な時に必要
なだけ利用できる仕組み。

◇デジタルサイネージ（DS）
店舗・公共空間・交通機関等様々な場所で、ディ
スプレイ等の電子的な表示機器を使って情報を
発信・表示するシステムの総称。

◇AI（Artificial Intelligence）
人工知能の総称で、コンピュータ内に蓄積され
たデータや情報とともに、人間の意思決定・判
断過程を蓄積し、課題に応じて人に意思決定の
ための材料や選択肢を提供する仕組みを指す。

◇フィンテック（FinTech）
Finance（金融）とTechnology（情報技術）を組み
合わせた造語で、ICTと金融を融合させることに
よって新しい金融サービス等を創りだすことを指
す。

◇IoT（Internet of Things）
コンピュータ等の情報通信機器だけでなく、世
の中に存在する様々な物体に通信機能を具備
し、インターネットに接続及び相互に通信するこ
とにより、自動認識や自動制御、遠隔計測など
を行うこと。

―１４―

◇ソリューション
一般的には、“解決すること”などの意味だが、
最近のビジネスでの使われ方では、 企業がビ
ジネスやサービスについて抱えている問題や不
便を解消することの全てを提供することを指す。

◇音声ガイドペン
当社の多言語によるペン型の音声情報案内端
末のことを言う。ペン端末でガイドブックから言
語選択を行い地図や写真等に触れれば、自動
的に多言語にて案内説明を行う。

◇e-コマース
電子商取引の略で、インターネット上での商品
やサービスの売買をいう。ネットショッピングとも
呼ばれる。

◇スマテレ®（ｽﾏｰﾄﾃﾚﾋﾞ）
インターネットに繫がっているTVを指し、ネット配
信動画コンテンツなどがシームレスに見れるも
のをいう。当社グループにて商標取得している。
今後病院やホテルにての需要が拡大すると見
込まれる。

◇モバイルレジ
移動体端末として使用されているiPad等のタブ
レットにレジアプリケーションを搭載し、他の周
辺機器と連動しPOSレジシステム化したもの。

◇指紋認証レジ（生体認証）
クレジット決済等に当たりカードの提示など必要
が無く、予め登録した指紋照合で決済ができる
レジ。インバウンド客の買い物などについてパス
ポートの提示が不要となる。

◇スマートヘルスケア
AIやIoT技術を活用して健康生活の維持・管理を
行う仕組みをいう。当社の成長戦略の大きな一
つとして、病院・介護施設での普及を目指してい
る。一方、インバウンド客を迎えるホテル客室で
の多言語サービス対応等も視野に入れている。

◇まゆ玉®
当社の開発したカプセルホテル向け宿泊設備の
総称を指す。宿泊設備としての利便に優れ、ま
た日本基調のデザインによりインバウンド客向
けの施設としても有効と考えている。

◇POS
Point of salesの略で、販売時点管理のことをい
う。ネットワークで結ばれた各店舗のPOS端末
に販売データを入力することで、即時に全社の
集約管理ができ、併せて在庫補充や物流手配
までが行われる仕組みをいう。

◇i サイネージ
AIやIoTを活用したデジタルサイネージの仕組
みをいう。サイネージ機器に各種センサーを組
み込み、サイネージに対面するユーザーあるい
は回りの環境の変化により表示する内
容を変化させるものである。またタッチパネルも
装備させ、ユーザーとのインタラクションも可能
にできる。

◇５Ｇ
第5世代移動通信システムのことをいう。2020
年以降の高速大容量化に対応する通信規格で
ある。４Ｋ８Ｋ動画等の高精細コンテンツに対応
する。

◇４Ｋ８Ｋ
次世代の映像企画で、現行のﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝを越え
る超高画質の映像規格である。４Ｋはﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ
の4倍、８Ｋは16倍の画素数で表現している。

◇DOOH（Digitai Out of Home）
自宅以外で接触するﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞの総称で
あり、街中の大型ﾋﾞｼﾞｮﾝ、駅や交通機関、店頭
のｻｲﾈｰｼﾞが該当する。


